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環境省は平成 16 年度に地方公共団体が実施した有害大気汚染物質の大気環境モニタリング調

査結果を環境省の調査結果と併せ、17 年 9 月 30 日までにとりまとめました。 

 調査は大気汚染防止上の優先取組物質とされている 22 物質のうち、測定法が確立している計

19 物質を対象に実施しました。 

 環境基準が設定されているベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロ

メタンの 4 物質について測定値と基準値を比較した結果では、トリクロロエチレン、テトラクロ

ロエチレン、ジクロロメタンの 3 物質についてはすべての測定地点で環境基準値を下回っていま

したが、ベンゼンでは全地点の 5.5％にあたる 23 地点で環境基準値を超過しました。 ベンゼン

の測定点中、環境基準超過があった地点の割合は 10 年度には 46％にのぼっていましたが、その

後は 11 年度 23％、12 年度 20％、13 年度 18％、14 年度 8.3％、15 年度 7.8％と年々に改善され

ています。またベンゼンの全国平均濃度も 10 年度の 1立方メートルあたり 3.3μｇから今回は 

1 立方メートルあたり 1.8μｇにまで低下したことが確認されました。 

 当社では、有害大気汚染物質の測定を実施しております。お気軽にご相談ください。 
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